
（重奏麺三三毒）でェかl・ナウ直需晶とlさ？

皆さんは、処方されるお燕の中に、同じ成分のもので、メーカーにより値段が異なる場合があるこ

とをご存先Iでしたか？

‾般に、高価な【まう【ま新築または先発品　安価なほうはジ工ネリック医薬品または後発品と呼ばれます。新薬は一

般に、約10年間、開発メーカーが独占的に販売することができます。しかし、特許期限が切れれば、ジ工ネリック

医薬品メーカーは、同じ成分の医薬品を製造販売できるようになります。

ジェネリブク医薬品び安価な理由は、新薬渦承認を受【ナる闇こ、新規物質の畠り製から動物での非臨床試験、ヒトで

の臨床試男臭等、さまざまな研究開発が義務づけられ、開発に10～15年の年月と、150～200億円にのぼる葵大な

投資が必要となるのに比べ、ジェネリック医薬品は、製品の品質の安定性と、新薬との同等性（矧ナ古や、血液中の

薬物還が親定の範囲内であること）を言正明する試験を行い、基準をクリアすれば製造承認を矧ブることができ、研究

開発蛮力く少なくてすむためです。ジ工ネリック医薬品の薬価は、一阻こ、新薬の2～B割といわれています。

欧米ではジェネリック医薬品のシェアが約半分であるのに対し、日本ではきまざまな事情から低い普及率となって

います。普及率別氏し＼原因のひとつにrま、ジュネリック医薬品びヒトでの臨床試験が行われていないことや、現状に

おいて【ま医療機関への安定供給ができない場合が透るなどの問題点を召していることび考えられます。そこで厚生労

働省は、ジ工ネリック医薬品を再評価する制度を書賢【ナたり、国立病院に対し使用を促す通達を出すなど、使用環境の

整備を図っているところですが、当院といたしましても、今後．患者様の薬剤費の璽減や、高腰する国の医療即脚」

のため、よりよいジェネリック医薬品の採用について横喜ルてまいりたいと思いますので、皆様のこ理解とご協力を

お頗いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔蒸局〕


